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タベースを用いて認証実験を行った結果､搭証誤り率が0. 0 0 3%程度となり､従来手法に比べて大幅
に俵れた諾証性能を達成している｡また､虹彩頑健の取得から認証までを約1秒で実行可能な虹彩認証シ
ステムを開発している｡これらは実用上重要な成果である｡
第5章では､位相限定相関法に基づく人体の3次元形状の計測手法を棲秦している｡位相限定相関法を
用いたステレオビジョンによって人体表面の形状を高清廉に計測するとともに､多視点から取得された表
面を統合することにより､人体形状を広制那こ再構成できることを示している｡さらに､ステレオカメラ
とロボットアームを組み合わせた受動型人体形状計測システムを開発し､約1mの距離に存在する対象の
形状を0. 7mm程度の誤差で高精度に計測できることを明らかにしている｡また､本提案手法を3次元
医用データとカメラ画像の融合および浮腫治療の効果計測に応用し､その有効性を実証している｡
第6章は倍音である｡
以上要するに本論文臥位相限定相関法に基づ(人体の画像計測手法を提案し･その有用性を様々な応
用を通して実証したものであり､頑健情報工学および情報基礎科学の発展に寄与するところが少なくない｡
よって､本論文は博士(情報科学)の学位論文として合格と認める｡
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